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豊松協働支援センターだより ・“結
ゆ

 い
い

” 

～～～ 笑顔で暮らせる 持続可能な地域づくり ～～～ 

 

“ 

平成２９年４月 

豊松協働支援 

センター発行 

第 ３ 号 

 
 

 協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
立
以
来
一
ヶ
年
を
経
過
し
、
新
た
な

業
務
も
加
わ
り
、
職
員
四
名
に
よ
り
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
を
重
点
に
業
務
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
そ
の
計
画
を
具
体
に
す
る
正
念

場
の
年
の
始
め
と
な
り
ま
す
。 

 
 

豊
松
地
区
民
皆
様
の
総
力
を
結
集
し
て
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。 

 
 

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
地
域
、
そ
し
て
「
誰
も
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
・
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

力
い
っ
ぱ
い
挑
戦
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

本
年
度
よ
り
、
旧
公
民
館
事
業
も
包
括
さ
れ
、
従
来
事
業
も

踏
襲
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望
も
お
伺
い
し
、
地
域

に
根
差
し
た
、
よ
り
よ
い
生
涯
学
習
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
、
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
地
域
の
皆
様
が
何
を
望
ま
れ
、
何
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る

か
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
各
種
事
業
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
ご
支
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。 一

人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
千
人
よ
れ
ば
、
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
、
こ
ん

な
こ
と
を
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
か
、
皆
様
の
思
い
を
ど
し

ど
し
セ
ン
タ
ー
へ
投
げ
か
け
て
い
た
だ
い
て
、
み
ん
な
で
素
晴

ら
し
い
郷
土
「
と
よ
ま
つ
」
を
築
き
上
げ
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の

声
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー
長 

赤
木
隆
富 

 
 

協働支援センター新体制で始動 

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
あ
い
さ
つ 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
員 

大
石 

優
佳 

  

４
月
よ
り
、
旧
公
民
館
事
業
が
、
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
セ
ン
タ
ー
の
事
が
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

720-1704 神石郡神石高原町下豊松 761-3 基幹センター２階 電話：０８４７－８４－２２２６ 

                             FAX：０８４７―８４－２１８８      

  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

事
務
局
長 

上 

睦
二 

 

む
ら
づ
く
り
計
画
の
基
本
理
念
の
中
に
「
自
分
た
ち

で
創
る
持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
村
づ
く

り
計
画
を
共
有
し
、
人
任
せ
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら

が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
む
ら
づ
く
り
を
必
ず
や
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

計
画
初
年
度
の
今
年
度
が
勝
負
の
年
と
捉
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事
務
局 

次
長 

日
谷 

邦
彰 

 

本
年
４
月
よ
り
地
区
公
民
館
事
業
を
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
内
の
生
涯
学
習
事
業
部
で
行
な
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
よ
り
身
近
な
生
涯
学
習
事
業
を
充
実
さ
せ

て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 



  支援センター新組織のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各事業部の仕事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織運営本部〔事業部連絡会議〕 

 構成員（各振興会長・各事業部長・センター） 

福祉関連事業部 むらづくり事業部 生涯学習事業部 

構成員 

自治振興会代表 

民生児童委員代表 

社会福祉協議会 

老人クラブ 

女 性 会 

シルバー人材 

構成員 

自治振興会代表 消 防 団 

農 業 公 社 老人クラブ 

女 性 会 青 年 会 

商 工 会 神石高原町 

農業協同組合 

 

 

特別プロジェクト

チーム

構成員 

自治振興会代表 文化連盟 

体 育 協 会 老人クラブ 

女 性 会 青 年 会 

保育所保護者会 保 育 所 

小学校 PTA 小 学 校 

シルバー人材 神石高原町 

民生児童委員 

 

 

構成員 

イベント等特別事

業開催時に関係団

体で組織する。 

〔例えば・ふれあ

いフェスティバル

実行委員会等〕 

〇 組織運営本部 

➀ センター事業の統括管理及び 

各事業部間の連絡調整 

  ② センター組織の総合調整 

 

 

 

 

〇 福祉関連事業部 

➀ 高齢者が安全安心に暮らせるむら

づくり事業 

●高齢者の外出支援・見守り・買い

物・困りごと支援 

  ●センター組織の総合調整 

 

 

 

 

〇 生涯学習事業部 

➀ 子育てしやすく，誇りを持って暮らせるむ

らづくり事業 

●地域子育て支援事業 

  ●伝統芸能，地域行事，歴史，文化の発掘と承

継事業 

  ●生涯学習及び IT学習の推進 

 ②若者などの IUターンが盛んなむらづくり事業 

  ●子供の受入れ・子育て世帯等の移住の促進 

  ●山村留学制度の企画検討  

   （空き家活用の推進と管理支援） 

 

 

 

 

➀みんなで支え合い，交流が活発なむらづくり   

 ●高齢者や若者の交流活動の支援      ③都市住民との交流による賑わいのあるむらづくり 

 ●自治振興会組織体制の検討         ●HPの管理運営（地域の魅力発信）  

 ●地域人材バンクづくり           ●地区全体で連携した農山村体験事業の構築  

 ●地域イベントの活性化           ●豊松地区出身者・都市住民等との交流の活性化 

②農林業が盛んな活力あるむらづくり     ④便利で住みやすい生活を支えるむらづくり 

 ●行政・農協・農業者との協働による農業者  ●むらづくりのための地域総合生活拠点の整備と運営 

  の育成と農業の振興            ●豊松プラザ２１の活用促進 

●有害鳥獣対                ●自主防災体制の充実 

 

 

○むらづくり事業部 

本年度より、むらづくり計画に

もとづく諸事業を運営するた

め事業部をもうけ、専門的に検

討実施することといたします。

宜しくお願いします。 

 



 

  平成２9年度の事業概要 

 

 幹事会の開催 

幹事５名と町豊松支所長及び担当者、センター事務局長及次長により、月 1回幹事会を開催

し、支援センター事業等について随時協議を行い、円滑なセンター運営に努めます。 

 事業部連絡会議の開催 

各専門部会の連携及び部会間の調整を図るため随時連絡会議を開催する。 

 団体活動、地区内行事の支援 

豊松地区内の団体の事務支援（豊松学区交通安全自治会等） 

運動会・敬老会・ふれあいフェスティバル等各種行事の支援を行います。 

 振興会組織の運営や活動支援(振興会運営費、活動費の助成や事業支援) 

 まちづくり振興助成事業の実施(地区コミュニティー支援事業等の助成事業) 

 豊松地区まちづくり計画の実施 

２８年度策定した、「豊松地区むらづくり計画」にもとづき，具体策の検討を行い、具体化され

た事業から，随時実行する。特に計画書の中の重点項目について、早期実現を目指す。 

具体的事業の内容は，本書の各事業部の仕事を参照下さい。 

◆ その他協働によるまちづくり推進条例の実現のため必要とする事業 

事 業 

〇一般会計                              （単位:円） 

科 目 金 額 説 明 

 

収 

 

入 

繰 越 金 4,127,883 前年度繰越金 

町交付金  11,466,000 振興会運営費 

町補助金  18,054,000 草刈り補助金等 

雑 収 入 11,117 預金利子等 

寄 附 金 1,000 ふるさと納税 

合  計 33,660,000  

 

支

出 

人 件 費 7,499,000 職員３名分（給与，通勤手当，福利厚生費） 

一般管理費 2,450,000 事業活動対応経費 

補助事業費 22,943,000 振興会運営費・活動費，草刈り補助金 

予 備 費 768,000  

合  計 33,660,000  

〇基幹センター指定管理特別会計（2,274,000円） 

 基幹センターを町との指定管理契約により，施設管理を行うものです。 

〇公民館事業費特別会計（525,000円） 

 公民館事業として実施していた教室を豊松協働支援センター生涯学習部事業として 

継続して行います。（絵画教室，陶芸教室，工芸教室，そば作り，パン作り，花アレンジ 

太極拳，パソコン教室，園芸教室等を行っていますので，ご参加をお待ちしております。） 

予 算 



 

生
涯
学
習
事
業
部
よ
り
５
月
開
催
予
定 

 
 

 
 

教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

第
１
回
パ
ン
教
室 

（
5
月
18
・
25
６
月
14
・
21
予
定
） 

 
 

 

５
月
～
６
月
開
催
（
５
月
２
回
・
６
月
２
回
） 

全
４
回
開
催
予
定 

 

募
集
定
員 

先
着
５
名
（
５
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

午
後
１
時
３
０
分
～
午
後
４
時 

  

絵
画
教
室 

参
加
者
募
集 

 
 

 

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日 

 

開
催
場
所 

（
研
修
室
） 

 
 

 

内 

容 

水
墨
画
（
植
物
画
・
風
景
画
・
仏
画
）
な
ど
の 

 
 

 
 

 
 

 

指
導
中
で
す
。
お
気
軽
に
覗
い
て
見
ま
せ
ん
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

募
集
定
員 

先
着
１
０
名 

 

午
後
１
時
３
０
分
～
午
後
４
時 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

初
級
教
室 

参
加
者
募
集 

 

 
 

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日 

 

開
催
場
所 

（
研
修
室
） 

 
 

内 

容 

エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
の
初
級
教
室 

 
 

 
 

 
 

実
用
事
例
を
中
心
に
指
導
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

募
集
定
員 

先
着
８
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
６
時
３
０
分
～
午
後
８
時 

  
 

お
問
い
合
わ
せ 

豊
松
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー 

生
涯
学
習
事
業
部 

８
４
―
２
２
２
６ 

   
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

生
涯
学
習
事
業
部
よ
り 

シ
ル
ト
ピ
ア
図
書
館
豊
松
分
館 

移
転
開
館
の
お
知
ら
せ 

 

 

豊
松
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
の
大
ホ
ー
ル
で
開
館
中
の
シ
ル
ト
ピ
ア
分
館
図
書
室
を 

 

４
月
１１
日
に
２
階
旧
豊
松
公
民
館
事
務
所
に
移
転
開
館
い
た
し
ま
し
た
。
文
庫

本
・
小
説
・
児
童
書
ほ
か
多
く
の
書
籍
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
シ
ル
ト
ピ
ア
図

書
館
へ
の
返
却
本
・
予
約
本
も
出
来
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

 

             

生
涯
学
習
事
業
２
９
年
度
新
規
教
室
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

 

新
し
い
教
室
・
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す
。 

 

こ
ん
な
教
室
を
し
て
み
た
い
、
こ
ん
な
講
座
を
開
い
て
ほ
し
い
な
ど
、
ご
要
望
が

有
り
ま
し
た
ら
生
涯
学
習
事
業
部
（
８
４
‐
２
２
２
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま

す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
生
涯
学
習
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 


